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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 2 6 15 0 0 1 5 4 9 2 0 2 0
9 * 0 1 2 4 0 0 1 0 2 2 1 0 1 0
10 * 0 2 7 25 3 6 3 6 8 14 2 1 1 0
37 * 0 0 3 5 0 0 4 1 0 1 0 1 0 0
74 * 0 1 3 12 6 11 0 4 2 6 1 2 7 1
1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 0 1 4 0 0 0 0 0 1 3 4 3 1 1 0
17 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0
19 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
35 0 0 0 8 13 0 0 0 3 5 8 2 0 3 1
39 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
56 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
75 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
- - - - -

1 13 30 79 9 19 11 21 26 47 13 6 16 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 3 11 1 1 5 2 6 8 4 1 0 0
2 * 8 15 4 7 1 4 0 0 4 4 5 0 0 0
5 * 0 0 2 10 2 3 3 2 3 5 2 0 2 1
23 * 0 0 2 6 0 0 1 1 1 2 5 0 2 0
58 * 0 0 0 3 0 0 4 5 4 9 4 0 0 1
9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
11 0 1 8 2 4 0 1 3 1 4 5 1 1 4 0
18 0 0 3 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
38 0 0 0 1 1 0 0 0 2 1 3 1 0 0 0
45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
66 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -
9 26 14 43 4 9 18 13 25 38 23 2 8 2

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
34.6% 32.6%RATE

0 -

44.4%

Team / Coach:

合　　　計
7.7% 38.0% 47.4%

京都教育大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

山下 恭輔 0

-

３Ｐ

0

12

佐藤 元紀

0

17 35

山本 泰右 12 31
1

1
1

4

4

30
3
1

-

山田 渉 0
廣島 裕哉

田中 尚樹

2

鈴木 誠 0

0
谷口 誠 0

雑賀 巧 16
荒屋 伸太朗 0

72
RATE

２Ｐ

開始時間

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

畑段 利隆 3

59

敗チーム

20

11

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

72

勝ち点　３

12.30.00
会　　場 島津アリーナ

甲南大学

掃部 真哉 0

男子 ２部リーグ戦

PTS

212

試 合 日 2014.09.06

細原 侑哉 6

記録 関西学生バスケットボール連盟

37
大和 倫矩 4 20
田邊 彬

京都教育大学

主審 山本　雄大 副審 熊本　裕一朗

勝ち点　２
コ ー ト

戦評
総括、2部リーグ第3戦京都教育大学VS甲南大学の試合が行われた。どちらも先週2勝しており、勢いに乗っている
チームであり、両者とも優勝に向かうために落とせない試合であった。粘りのある甲南大のディフェンスと京教大のス
ピードのあるオフェンスの激突となった。甲南大はチーム全体のバランスが良く、リバウンドやルーズボールをコンスタ
ントに追いかけた結果、甲南大に軍配が上がった。
第1ピリオド、試合ののろしを上げたのは京教大だった。ジャンプボールから京教大の#58川満が気迫あふれるジャ
ンプを見せ、それに加勢するように、#2楠元がミドルシュートを沈めて、試合が始まる。しかし、甲南大も負けておら
ず、パスカットからの速攻を仕かけ、いきなり差が開くか、と思われたところ7分59秒で京教大がタイムアウトをとる。その
後は、甲南大は粘りあるディフェンスからの速攻や#10佐藤のインサイドアタックを中心に、京教大はガードがインサイ
ドアタックを仕掛け、バスケットカウントをとる、といった攻防が続く。そのまま均衡は崩れず、18対17で第1ピリオドを終
える。
第2ピリオド、第2ピリオドが開始するが、第1ピリオドの均衡は続く。どちらもルーズボールまで集中する激しいディ
フェンスを繰り広げスコアがあまり動かない状態になる。甲南大はリバウンドやフリースローをもらい、点数を稼ぐ。それ
に対して京教大は#2楠元のスリーポイントで対抗。両者とも譲らない展開となる。第2ピリオド終盤、京教大にターン
オーバーが続き、甲南大はそのチャンスをしっかり決めきり、少し甲南大に勢いが傾き、28対35で甲南大がリードで前
半を終える。
第3ピリオド、後半開始直後、試合を動かしたのは甲南大だった。甲南大の#10佐藤のインサイドアタックで得点する
と、京教大のターンオーバーからしっかり2点をもぎとり、差がさらに広がる。京教大は甲南大のミスを誘うディフェンス
に押され、じりじりと甲南大のリードが広がる。しかし、京教大が残り約1分#2楠元の連続3Pシュートを沈め、京教大が
息を吹き返すが、そこで第3ピリオドが終了する。43対55と差は少しあるものの京教大としては第4ピリオドに繋がるピリ
オドの締め方だった。
第4ピリオド、開始直後、京教大のスティールから#2楠元のミドルシュートが決まり、京教大の第3ピリオドの勢いその
ままか、と思われたが、甲南大の#5田邊が堅実にインサイドで得点し、甲南大も落ち着きを取り戻し、連続得点を重ね
たところで、6分48秒、京教大がタイムアウトで逆に京教大が落ち着きを取り戻そうとする。タイムアウト明け京教大が仕
掛ける。オールコートマンツーマンをし、点差を縮めようと試みる。しかし、甲南大の粘り強いリバウンドに京教大は勝
つことはできず、諦めずしつこくディフェンスを仕掛けるが差を縮めることはなく、59対72で試合が終了する。

試合ＮＯ

戦評 北代　一貴（大教大）

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

1

松浦 晃起 4 28
川満 和磨 0 20

38

仁科 貴之 7 26
楠元 龍水 33 34
大谷 亮介 6

1
長澤 文哉 7 27
光山 泰完 0

0 11

新榮 達也 0 1

的 翔太 2 12
本谷 佳規

-

鈴木 浩平 0 1

0

59 200

0 - -
0 - -


